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会社概要
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株式会社電知（でんち）
2020年7月17日設立

URL https://denchi.ai

本社：埼玉県本庄市西冨田1011インキュベーション・
オン・キャンパス本庄早稲田V207室

主な事業内容：

リチウムイオン電池やニッケル水素電池等の二次電
池製品に関わる、

• 計測ソフトウェアおよびシステムの開発と販売

• 計測ソフトウェア・システムに関わる装置及び周辺
機器の開発、製造及び販売

• 蓄電池の非破壊状態評価手法による故障・余寿命
診断のAIをベースとしたクラウドサービス

電池診断サービスのロゴ

電池の価値をAIで可視化する



EV保有台数の予測（日本）
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政府目標の「2035年新車販売に占めるEVの割合100%」のシナリオに沿って、EV保有台数をシミュレーション

ビジネスの概要



EV電池のリユース市場
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US$7B by 2033
ほぼ一兆円



• 中古EV用の交換用として

• 他の車として
フォークリフト
ゴルフカート
AGV：無人搬送車

• 電源として
大型蓄電設備
工場バックアップ電源
踏切バックアップ

電池リユースとカーボンニュートラル
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約10年かSOH80%で電池交換

EV

残りの性能に
応じてリユース

・

セル毎に解体
して活用

診断

現状ルート

電池のライフサイクルで
この段階が最も二酸化炭素を
発生するとも言われている。

CO2発生

Cu, Al, Co, Ni, etc.

燃焼

希少金属回収

将来ルート

 将来は、充分にリユースした
上で、リサイクル。

 電極から活物質を剥がして、
電池材料として再利用するな
ど、リサイクル技術も進展して
いる。

燃
焼

再生可能エネルギー等の活用には電池が必須、その中でリユース品の活用には 状態診断 が必要

診断

診断

診断

中古車売買

１兆円市場



製品

利用リユース

リサイクル

EV電池のリユースにおける診断の役割
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• 車載電池パックは、複数の電池セルで構成され、
パックの使われ方やパック内の温度分布で、劣化後
の各セルの状態は大きくばらつく。

• リユースに関わる各段階において、エビデンスがあり、
かつ、利便性の高い診断の共通指標はまだない。

• 電気化学インピーダンス（EIS）法は、非破壊診断の

指標として、診断のためのエビデンスを提供できる。
当社Step Current Impedance (SCI)法は、簡易な
構成かつ短時間測定で、その利便性を高める。

電池

原材料
診断

診断

診断

診断

診断



競合手法に対する優位性
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交流インピーダンス測定
さらに
→→→

階段波インピーダンス測定
Step Current Impedance (SCI)

一般的なインピーダンスアナライザ
Solartron150万円〜
日置電機50万円〜

やすい 25万円（40W機）

十数分の測定時間 はやい 理論値として1/5

電池の構成部材（電解液、電極他）の情報を
分離して得られる。電池研究において教科書
レベルの手法

うまい オペランド解析も可能に

• 電気化学インピーダンス法は、電池内部状態の非破壊解析として長年の実績のある
研究手法。

• 交流インピーダンス測定は、高精度な研究用の測定機器。
• 電池のインピーダンス解析14年の研究者（大学教員→起業）が、独自技術としてSCI法
を開発。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート





EV車載電池に関わる当社診断技術の位置付け
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リサイクルリユース診断精密診断回収簡易診断
車載
診断

車載上の電池パック 別用途のパック・システム

信頼性高いリユースシステムの構築

単体のモジュール・セル測定対象

電池残存価値の評価効果 電池評価コストの削減
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当社診断技術のSCI法は、迅速、情報量多、省エネ、システム設計容易といった特長

Bi-S.C002P
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車載電池用診断機Bi-S.C002P

• R4年埼玉県次世代ものづくり補助金

• EVのV2Lインターフェースを利用した世界唯一の
診断専用IoTデバイス（2023/2/27現在）
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CHAdeMO対応

• CHAdeMOは、EV急速充電
の国際標準規格の一つ。

• 2023/2/27現在、EVのV2X
規格に準拠した世界唯一の
診断専用IoTデバイス（EIS）

• 車種・メーカーを選ばず、車
載電池パックのEISデータを
取得できる。

• システム設計が比較的容易
なSCI法であるからこその設
計でEVに馴染む。



電池リユースに向けた実証と今後の展開
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診断 予測解析測定

各部位の状態 電池の状態
性能維持
寿命予測
突発不良予知

電池の性能・種類
を問わず測定

Bi-S.C002P

Bi-S.S001P

既存BMSデータ

パック診断

セル・
モジュール診断

• 過去のデータや解析結果をもとに、
電池の未来のパフォーマンスや劣
化の進行を予測。

• AI技術や機械学習を用いることで、
電池の寿命や故障のタイミングをよ
り正確に予測。

• 予防的なメンテナンスや電池交換・
リユースが計画的に行われ、ダウン
タイムやコストを削減。

セル・
モジュール用

周波数応答解析

現状 展開

実証済車種
市販常用EVx2
特注EVバスx1

Bi-S

前処理、特徴量抽出



まとめ
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市場
形成

公平

利便
性

科学的根拠のある

電池診断

EV普及加速

二次利用
市場拡大

カーボン
ニュートラル

埼玉県発のベンチャーが、
世界に先駆けて、
EV用車載電池の診断機の
製品開発を進めております。

皆様のご協力・ご支援を頂ければ
幸いです。
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